
平成30年度障害福祉サービス等報酬改定の基本的な方向性について【概要】

（１）医療的ケア児への支援
① 障害児通所支援等における看護職員配置加算の創設
② 障害児通所支援における医療連携体制加算の拡充
③ 福祉型強化短期入所サービス費の創設【再掲】

（２）障害児入所支援・障害児通所支援のサービスの質の向上
（３）保育所等訪問支援の適切な評価
（４）居宅訪問型児童発達支援の報酬・基準の設定【新サービス】等

（１）地域生活支援拠点等の整備促進等【再掲】
（２）自立生活援助の報酬・基準の設定【新サービス】【再掲】
（３）グループホームにおける長期入院精神障害者の受け入れの促進
（４）地域移行支援及び地域定着支援の利用促進
① 機能強化型地域移行サービス費の創設
② 地域定着支援における緊急時支援費の算定対象の拡充

（５）就労系サービス等における医療観察法対象者の受け入れの促進等

３．精神障害者の地域移行の推進

（１）効率的かつ効果的にサービスの提供を行うための報酬等の

見直し

① 短期入所における長期利用の適正化

② 生活介護における開所時間減算の見直し

（２）計画相談支援・障害児相談支援における質の高い事業者の

適切な評価

（３）横断的事項

① 収支差率が低いサービスにおける基本報酬の見直し等

② 食事提供体制加算の経過措置のあり方の検討

③ サービス提供職員欠如減算等の見直し

④ 送迎加算の見直し 等

１．障害者の重度化・高齢化を踏まえた、障害者の地域移行・
地域生活の支援等

（１）重度障害者や高齢の障害者等の地域移行・地域生活を支援する
ためのサービスの評価
① 重度訪問介護における入院中の支援内容等の設定
② 共同生活援助における重度の障害者の支援を可能とする新たな
類型の創設
③ 福祉型強化短期入所サービス費の創設 等

（２）自立生活援助の報酬・基準の設定【新サービス】
（３）地域生活支援拠点等の整備促進、地域移行・地域生活を支援
するための生活の場の確保等
① 地域生活支援拠点等の機能強化
② 共生型サービスの基準・報酬の設定 等

４．就労継続支援に係る工賃・賃金の向上や就労移行、就労定着の
促進に向けた報酬の見直し

（１）就労移行支援及び就労継続支援のサービスの質の向上

① 就労移行支援における一般就労移行後の定着実績に応じた

基本報酬の設定

② 就労継続支援Ａ型における平均労働時間に応じた基本報酬の

設定

③ 就労継続支援Ｂ型における平均工賃に応じた基本報酬の設定

（２）就労定着支援の報酬・基準の設定【新サービス】等

２．障害児支援のサービス提供体制の確保と質の向上 ５．障害福祉サービス等の持続可能性の確保と効率的かつ効果的に
サービスの提供を行うための報酬等の見直し
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